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大規模災害時を想定した健康 ・災害弱者における日常生活必需品使用時の

利便性向上のための基本調査i
一開封時の不都合さ、及び開封に関する手指握力の調査一
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要 約

2004年 日本の老年人Q(65歳 以上)は 総人 口の19.5%に 達 している。また、身体障害者 についても2004年 では総

数352万 人でその内の老年人 口は60%に 達 している。 ところで首都直下型地震の発生確率は30年 以内では70%と 言

われてお り、発災時には650万 人もの帰宅困難者が発生するもの と考えられている。 こうした帰宅困難者 と、多数

の健康弱者(乳 幼児 ・高齢者)や 、災害弱者(災 害で障害を受 けた者)と が避難す る施設 においては、可能な限 り

個 々の避難者 が独立 して 日常生活行動 を行 うことが求め られ る。 中でも生存に必要な水や食料 を必要な時に一人

で利用可能 とす る包装設計や開封補助具を開発 ・提供す ることは極めて重要なことである。本調査では包装に関

連するユニバーサルデザイ ンの改良に資する基本情報の収集 を目的 として、 日常生活必需品の利用 に際し、その

開封についての利便性の現状を把握するために食料 品の開封 に関する不都合 さについて調査 し、併せて性 ・年齢

別 に約500名 の手、及び指の握力を測定 した。

キーワー ド1大 規模災害、老年人Q、 握力、指握力、出生月、胎児期、障害者
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In2004,elderlypeopleagedover650ccupied19.5%amongtotalpopulationinJapan.Inthesameyear,elderlypeople

reachedmorethan60%amongthepeopleofentire3.52millionofphysicallydisabled.Currently,theprobabilityof

earthquake(s)directlyabovei宅sepice賊erwith滋30yearsareconsidered電obeabo厩70%Jfsuche頗hquakeocct悪rs,

approximately6.5millionpeoplewillhavedifficultyingoinghomefromtheirworkplaces.wacueesinshelters(includes

peoplewhowerenotabletogototheirhomesandthehandicapped)arerequiredtodotheirusualdailynecessitiesas

independentlyaspossible.

Fortheevacuees,essentialdailyitems-on-demand,suchasdrinkingwaterorfood,itscasing/containermustbeinline

withtheuniversaldesign.Inthisconnection,abasicsurveytochecktheinconveniencesinopeningtheessentialdaily

items,aswellasmeasurementofgripandpinchamongpeopleinvariousagegroupsanddisabledpersonswere

undertakenamongapproximately500people.
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騒.は じめに 2.対 象

米国においてユニバーサルデザインが提唱されてか

ら1)、我国においてもその概念を取 り入れて法整備や基

準制定など具体化に向けた動きが進んでいる2)。ユニ

バーサルデザインに基づく包装基準についても国際標準

(ISO/肥C政 策宣言)や 、国内標準(JIS)と して 『高齢

者 ・障害者配慮設計指針一包装 ・容器』、『高齢者・障害

者配慮設計指針一開封試験法』などが示されている3.4)。

2000年に示された通産省の通達では、ユニバーサルテザ

イン製品の設計 ・評価のための基本的配慮事項として、

①使用に係わる情報の言編 肋溶 易であること。②使用に

係わる理解が容易であること。③使用が容易で身体的負

担が少ないこと。④安全に配慮すること。⑤入手 ・使用

に汎用性があること。⑥使用が楽しいこと。以上6項 目

が挙げられている。一方包装 ・容器の製造や内容製品の

製造封入等を行 う企業側にとっては、製造者責任に関わ

る製品の品質と安全性や製品の販売促進の観点からデ

ザインを優先した り、より強固な包装形態になりやす

い5)。このことは高齢者の増加等健康弱者の増加が進む

中で利用者全てにとって利便性の高い優しい包装 ・容器

の開発と普及という観点からは逆行 している面があるこ

とを示している。こうしたことの弊害は、地震等の大規

模災害が発生した時によりはっきりと現れるものと考え

られる。例えば、飲料水の容器が開封できずに飲用でき

なかったり、レトル トパックのシールが剥がせないため

に喫食できなかったりという不都合が生ずる。災害時に

おいては、少なくとも発災後数日間は可能な限り自分の

ことは自分でするという状況となる。そ うした際に、高

齢者や年少者、身体障害者等の健康弱者や災害弱者等も

含めて、なるべく多くの人にとって独立して使用できる

優しい包装 ・容器であることは日常生活必需品が持つべ

き必須条件であろう。

本調査では、日常生活実需品の開封について、利便性

の高い包装基準作成のための基本情報を得るために、開

封上感 じている不便さについて健常者に対してアンケー

ト調査を行い、併せて健常者と身体障害者の手、及び指

の握力を測定した。

開封上の問題点についての調査 一16歳か ら64歳までの

男女131名 を対象 とした。

握力の測定一男性は青壮年者群(64歳 まで)93名 、高

齢者群(65歳 以上)64名 、女性は青壮年者X221名 、高齢

者X123名 の男女合計501名 を対象 とした。

3.方 法

開封上の問題点についての調査一日常利用 している食

品を開封する際にその包装や容器 について感 じている不

都合な点をアンケー ト、及び聞き取 りにより調査 した。

握力 の測 定一手の握 力測定はGripdynamometerT-2

TAKEIKIIC.ICo.LrD(測 定範囲0-100Kg)を 用いた。指

の握力測定は母指 と示指 とで挟む力をピンチメー ター

MG-CG43053CHATTANOOGAhc(測 定範囲0-28Kg)

を用いて測定 した。

手 ・指握力の測定は一人2回 まで行い大きい方の値を

最大握力のデータとして採用 した。

4.結 果

(1):食 品の包装 ・容器開封時の不便さに関する調査

調査対象131名 で延べ348件 の問題点が指摘された。指

表1形 態的な問題(材 質も含む)に よる開封困難な例

1.切 り込みの ない袋 。

2.切 り口が あって も材 質 によって方向1生がない。

3.お にぎ りの包装 がはが しに くい。

4.イ ンス タン ト食 品 のカ ップ容器 を包 む フィル ムは剥 が

しに くい。

5.弁 当な どについ て くる調味料 の小袋 の 切 り日がつか み

に くい。

表2力 不足による開封困難な例

1.ス ナ ック菓子 の袋は接着 が強力。

2.ビ ンの蓋が 開けに くい。

3.缶 ジュース のプル タブが 引き起 こ しに くい。

4.ゼ リーや ヨー グル ト等の シール 蓋の接着 が強力。

5.フ ル オー プ ン缶(ツ ナ等)の プル タブが 引 き起 こ しに

くく蓋力宝開1ナ1こく1。

6.ペ ッ トボ トルの キャ ップの蓋 が硬 い。

7。 牛乳パ ックのQの 接着 が強力。
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摘された問題点は、包装 ・容器のデザイン ・材質による

もの(表1)と 、開封に要する力が不足 しているために

開けにくい、開け られ ない(表2)と い う二つに分 けら

れた。

いずれに しても開封には何 らかの補助具が必要な製品

は利便性が低い という回答結果であった。

(2):手 指の握力

2-11年 齢別手の握力

手の握力は男(図1)女(図2)共 に、青壮年者群 よ

りも高齢者群では低 い傾 向が観察 された。男女 につい

ては、青壮年者群、高齢者群のいずれも男性 より女性で

低い傾向が観察 された。

2-2:指 の握力

指の握力についても手の握力 と同様の傾向が観察され

た。すなわち、男(図3)女(図4)共 に青壮年者群 よ

りも高齢者群では低 い傾 向が観察 された。男女 につい

ては、青壮年者群、高齢者群のいずれも男性 より女1生で

低い傾向が見 られた。

2-3:手 指握力の最小 ・最大値

手指の握力をその最小値 と最大値を年齢群別に示 し
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た(表3)。 手指の握力は、男女いずれでも高齢者は青壮

年者に比較して低下するが、最1握 力は手については青

壮年者のおよそ75%に 、指については25%で あった。

2-4:障 害者の手指握力

様々な障害がある人25名について測定した握力を示し

た(表4)。 個人によってあるいは障害の種類や程度に

よって、徐々にカが入る人や瞬間的に力を入れる人など

カの入れ方には違いが見られたものの最大握力はおよそ

健常者の分布する範囲に含まれた。

2-5:手 の握力の左右差

手の握力の左右差は右手の握力が強いものが男で72%、

女で78%で あった。男は女に比べて左手が強い者の割合

が21%と 高かった。

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

握
力

k

題

nV

OO

6

4

2

G

8

樫
力

k

g

ρ0

4

2

0

io

,zo_-0.056、.12蕊6

灘 響 群

405060108090100

年齢 筍yニ ーOO62x+13.384

図3男 性の指の握力

so

50

讐40
k

g30

20

io

麟

.y.e'e,t'

.

く 謙 講 書 野_ .
・蓼:§墓1亭:……'言i二3:

、i華:"　

整

0

10

,20_-o.r,。305x+31.182曝05060708090…00 発三齢 寝
.y=ニ ー0韮886x+34.469

図2女 性の手の握力

7020304050607080

左y=-00322x亭81152年 鐙金 右,

図4女 性の指の握力

表3手 指の握力の最小 ・最大値

90100

y=-0.0344x+8.7576

手の握力 指の握力

最小 最大 最小 最大

男性
青壮年者 27Kg 65Kg 7Kg 22Kg

高齢者 9Kg 47Kg 21tg 15Kg

女性
青壮年者 12Kg 44Kg 4Kg 14Kg

高齢者 3Kg 32Kg 1Kg 1
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表4障 害者の手指握力

障害 性 ・年齢 右手 左手 右指 左指

精神 女42 30 25 7.3 5.4

ノ1 男52 32 27 8.9 7.3

脳性マヒ(車 椅子) 男29 16 0 1!.8 0

11 男37 0 11 4.5 7.7

〃 男42 12 18 3.6 4.5

下肢(車 椅子) 男35 28 29 10 8.6

〃 女48 28 23 5 5.4

n 男53 39 42.5 10 10.9

11 男54 13.5 22.5 6.6 7.7

精神 ・下肢(車 椅子) 男56 27 27 9.1 9.1

視覚 女50 18 21 5.9 6.4

// 女60 26 24 6.8 5.9

11 女73 14 13 5.4 6.4

〃 男54 35 31 7.3 S.2

1! 男63 37.5 38 10 10.4

ノ1 男66 32.5 27.5 7.3 6.4

〃 男67 36.5 27 7.7 7.3

11 男69 35.5 36.5 7.3 8.9

〃 男82 25 25 &4 6.4

視覚 ・聴覚 男55 47.5 40 12.3 11.8

聴覚 男59 40 40.5 12.7 10.9

1ノ 男61 47 42 11.4 11.4

u 男73 31 34.5 6.8 7.7

右半身不随 男54 0 31 0 9.1

全身 性エ リテ マ トーデ ス 女54 20.5 19 6.4 5.9

表5手 握力の左右差(全 年齢)

男n二160

女n=346

右 〉左

72%

78%

右=左

7%

8%

右 く左

21%

14%

2-6:指 の握力の左右差

指の握力の左右差は右指が強い者の割合は右指が強い

ものが男で56%、 女で60%で あった。男女共に手の握力

に比べてその割合は低かった。男では左指の握力が強い

者が26%い たが左右 とも同じ握 力である者が、男でヱ9%、

女で23%で あった。

表6指 握力の左右差(全 年齢)

男 ・i

女n=346

右 〉左

56%

60%

右e左

19%

23%

右 く左

26%

17%

2-7:手 の握力と指の握力

手の握力の強弱と指の握力の強弱との関係を見た。指

の握力の強弱の順に手の握力を並べてみると男性でも

(図5)女 性でも(図6)、 また年齢別に見ても指の握力

の強さと手の握力が並行しない例が多い。すなわち全体、

あるいは平均で見れば指の握力が強い者は手の握力も強

レ傾 向は見られるものの個人差が大きいことが観察され

た。

(3):手指の握力の個人差について

・:出生季節から見た手指の握力

握力の強弱について手と指との問にはっきりした並行

関係が見られず個人差が大きかったことから、手および

指の握力について、出生の月別に期待値に対する増減か

ら比較してみた。すなわち全対象者の握力の平均値を1

として、それに対する各出生月の者の平均値 との比を

取って比較 した(3ヶ 月移動平均)。手の握力について

全年齢で見ると男性女性の左右の握力共にいずれも全体

の平均に対してそれを下回る者は年の前半に出生した者

が多く、逆に平均を上回る者は年の後半に出生した者が

多かった(図7)。 指の握力にっいてみると、男性では

出生月による期待値との差に一定の傾向は見られなかっ

たが、女性では手の握力の場合と同様に年の前半に出生

した者が、後半に出生した者よりも全体の平均を下回る

者が多かった(図8)。
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図5男 性 の 指 の 握 力 の 強 さ 順 に見 た 手 の 握 力 と の 関 係(青 壮 年 者93名 、 高 齢 者64名)
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5.警 察

食料品の開封について不便と感 じることが調査対象

131名で延べ348件指摘された。このことは包装形態が、

材料やデザインも含めて変化しているために依然として

不都合と感 じることが多いことを示していると考えられ

る。包装 ・容器の開発製造に関わる企業では、包装 ・容

器の材料も新しい素材が次々と開発され、封入する内容

の変化や加熱調理方法の変化や保存期間の長期化とそれ

に耐える強度など様hな 要求が顧客である食品製造企業

から出されている。こうした変化を受けて開封に関わる

不便さも多様化している。 しかし、本調査でも示された

ように、不便さは把持部分の小ささや指が接触する面の

滑りやすさ等デザインに起因する不便さと、手による把

持と指により挟む力以上の弓鍍 を包装 ・容器が持ってい

るという開封する力に起因する不便さとに分けられた。

本調査で測定した手指の握力から、仮に性別や年齢に

よらず9割 の人が開封可能な開封部分の包装強度は、手

の握力については8Kg以 内、指の握力については2Kg

以内であった。実際の開封には手掌による製品の把持と

指による挟むカだけではないが、得られた測定値は開封

についてのひとつの指標とは成 り得る。企業による開封

力試験は一般に企業内の成人を対象にして試験している

ことが多く、健康弱者の使用を想定して包装強度を決め

ることは殆ど行われていない5)。

今回障害者25名について、手指握力を測定したが、い

ずれの対象者も日常出来ることは自分でしたいという意

識が強く、包装 ・容器の設計に当たっては障害者の使用

まで意識する必要があろう。また、障害者のカの用い方

の特性も検討した上での開封補助具の開発も考慮される

べきである。

今回の手指握力測定で、左右差について実際の割合が

得 られたが補助具の開発に当たっての基本情報となる。

今回の調査は性別に、種々の年齢の人について握力を

測定した横断調査であり、青壮年で握力が強い人が高齢

でも強い握力を保つのかは不明である。同様に青壮年で

弱い握力の人が高齢で更に低下するのか、あるいは低下

しない可能性についても不明である。こうした疑問にっ

いては、対象集団の同一人について継続して前向きに、

加齢に連れて握力がどう変化するのかを観察する必要が

ある。

手と指の握力の強さについて、集団全体で見ると並行

する傾向は見られるものの、手と指の握力の関係につい

ては個体差が大きいことが観察された。こうした筋力に

ついての個体差が何故生ずるのか説明することは容易で

はないが、握力の強弱が出生月によって2群 に分けられ

ることは筋力の強弱に生物学的なメカニズムが関与して

いることを示唆する。疫学的に胎児期に受ける環境要因

の影響が生後の疾病感受性等体質形成に大きな影響を与

えるという知見が集積しており&,h,9)、握力の個体差に

ついても胎児期に決定される可能性は今後検討されるべ

き課題の一つであると考えている。具体的アプローチの

ひとつとしては乳幼児や学童において既に握力の個体差

が生じているのかを実際に測定することである。

今回は、単純に手と指の握力を測定したが、実際の開

封には手指の運動についても単に力の強弱だけではなく、

手と指の捻 りや回転など複合的な運動や、腕や体幹も含

めた上半身の総合的な運動を解析する必要もあり、こう

した総合的な情報を基に多くのヒトにとって開封が容易

な基準を作成 したいと考えている。
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